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橿原市第 4次総合計画の策定に向けて 
 

＜策定に向けて＞                                    ＜策定スケジュール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜これまでの総合計画の歩み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜総合計画の体系図＞ 

 

 

 

第4次

2020年～1989年～1997年 1998年～2007年 2008年～2019年計画期間

将来像

理念

21世紀のふるさと・紀和の

中核都市かしはら

歴史と暮らしの交わる街・

橿原

歴史・文化と人がつくる交

流都市

明るい、住みよい、心豊かな

橿原市

健やかで、安心して、豊か

に暮らせる街・橿原

人とともに、歴史とともに、

やさしく強いまち　かしはら

第1次 第2次 第3次

橿原市は、昭和 31 年の市制施行以来、着実な歩みのもと 2019 年で 63 年を

迎えます。今年は、「平成」から新しい元号に切り替わる節目の年になりますが、折りし

も第 1 次となります本市の総合計画は、「平成」時代の始まりとともにスタートし、第 3

次総合計画の終期は、「平成」時代の終焉と重なります。 

過去の総合計画策定時には、人口は着実に増加する見通しの中で将来ビジョンを

描いてきましたが、現在は、本市も他の自治体同様、人口減少や少子化、高齢化が

大きな課題となり、それらを克服し、将来に渡って持続可能なまちづくりを進めていくた

めに行政の果たすべき役割を明確にしていく必要があります。 

市民の皆様とともに橿原市の現状を共有し、市民と行政、市民相互が理解、協力

し合い、住んでよかった、住んでみたいと思えるまちづくりに向けて次期総合計画を策定

していきます。 

 

 

 

 
 

 

＜総合計画策定全体イメージ図＞ 

5回程度開催予定(6月～)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜かしはらの未来を一緒に思い描く市民ワークショップ＞ 

 

 

 

 

新しい総合計画をつくっていくスタート

アップの取り組みとして、「わがまち語り」

を楽しんでいただき、２回目以降の市民

ワークショップの参加者を募集しました。 

まちの「いいところ（活かすべき魅力・

資源）」「気になるところ（解決すべき

問題）」を出しあっていただきました。 

これから 10 年のまちづくりの「主要な課題（行う

べきこと）」を考えて、市民目線で『私たちから

始める』取り組みをご提案いただきました。 

過去の回で出た意見をもとに、総合計画の

基本構想につながるような「○○○なまち」を

考えていただきました。 

第 1 回（11/23） 

参加者 33 名 
場所 ジュールフェリエ ラ・バンク 

第 2回（12/22） 

参加者 22 名 
場所 ミグランス会議室 A 

第４回（2/23） 

参加者 24 名 
場所 ミグランス会議室 A 

第 3回（2/2） 

参加者 19 名 
場所 ミグランス会議室 A 


